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はじめに
インエクレシアメント（inecclesiamento）とは， ヨーロッパ中世の歴史学，考古学などで，頻繁
に使用されている術語である。人口の特定地域への凝集化を説明づける理論の 1 つであり，2005
年に M. Lauwers によって提唱された。その後10年以上が経過し，ヨーロッパ学界ではよく知ら
れるようになった理論である。わが国では杉崎泰一郎が概説書のなかで，また向井伸哉が空間論
との関連でインエクレシアメントに言及している（杉崎2015：93–94；向井2015）。しかしそれを除
けば，わが国の学界でこれに言及した研究は皆無と言ってもよい状況である。そこで本稿では，
このインエクレシアメント論提唱とその余波を，まずは速報として紹介したい。
1 ．MichelLauwers
Lauwers が公的・私的な場で，インエクレシアメントという術語を使いはじめた時期はよく
わからないが，おそらく2000年ころであろう（Cursente 2001: 71; Méhu 2001; Lauwers 2004: 
301–02）。しかし Lauwers がこの理論について詳述し，明確に提唱したのは『墓地の誕生－西洋
中世における聖なる場と死者の地－』であった。すなわち聖なる場と墓地ゾーンを核とし，前者
の生成と後者の神聖化が人口集中を誘発することを，インエクレシアメントと名づけたのであ
る。ここでいう聖なる場とは，聖職者によって聖別された空間のことであり，当初は祭壇に限定
されていたものが，聖堂，さらには聖堂の建つ敷地全体にまで拡大された。そして敷地は何らか
の防備を施されて，ほかと区分された。また墓地は古代において，居住区から離れた地域に存在
していたが，中世に入ると聖堂周辺の区画に形成されるようになった。こうした墓地ゾーンもま
た，聖別を通じて神聖化された。教会はこうして死者を管轄下に置く一方で，生者の社会的慣習
への関与に努めた（2005: 269–74）。
Lauwers のインエクレシアメント論に先行する，P. Toubert のインカステラメント論
インエクレシアメント論
― 提唱とその余波（2005～2017年）―
多　田　　　哲
国際教養学部論叢　第11巻第 1号40
（incastellamento，1973年）や，R. Fossier の細胞生成論（encellulement，1982年）は，わが国で
も比較的よく知られている（城戸1995; ユベール2010）。インエクレシアメント論は，従来のこれ
らに対する批判の延長線上にある。インカステラメント論と細胞生成論に共通するのは，散居か
ら集住への変化，人口の特定地域への凝集化が，比較的短期間で生じたとする主張である。それ
に対して Lauwers は最新の考古学の成果にもとづきつつ，こうした過程は中世を通じて，場合に
よっては古代にさかのぼって，緩慢で漸進的に推移したことを強調する。他方で，インカステラ
メント論と細胞生成論の最大の相違点は，集住・人口定住化の物質的な核に対する考え方であっ
た。前者では，ラティウム地方（イタリア）をモデルに城塞を核とした集住が唱えられた。類似
のケースがほかの地方でも検出された一方で，西ヨーロッパ全体で見ると城塞による集住・定住
化が見られない地域が広範に存在することも，後に指摘されるようになった。インカステラメン
ト論に対して細胞生成論は，集住の核を特定せず，城塞のほかに聖堂・墓地なども核になりうる
ことを主張するものであった。しかしこうした相対化に対して Lauwers は，聖堂・墓地といっ
た聖なる場こそが，中世を通じた集住の核であったことを強調した。このことが，インエクレシ
アメントという命名につながったのである（Lauwers 2005; Lauwers 2010; Schneider 2010: 137; 
Iogna-Prat and others 2013: 315–38）。
インエクレシアメント論はまた，近年の人文・社会科学で生じた空間論的展開（spatial turn）
の影響下にある。空間論的展開は中世学に多岐にわたる影響を与えたが，その 1 つが社会的空間
の概念を発展させたことである。インエクレシアメントは，まさに教会が社会的空間を創造して
いく過程であった。すなわち，この運動の 1 つの帰結として，聖なる場を核とした空間が生産さ
れていく。それは教区（小教区）や，修道院インムニタース領域という形をとるのである（Iogna-
Prat and others 2013: 276; Zadora-Rio 2005; Cohen and Madeline 2014: 1–13）。
2.専門研究
インエクレシアメント論に対して，いち早く反応した教会史学者の 1 人が D. Iogna-Prat であっ
た。彼はこの理論を，封建社会における教会の正当な評価に寄与するものと考えているようであ
る。とりわけインエクレシアメントを，グレゴリウス改革が社会にもたらした刻印はどの程度で
あったかという問題と，関連づけた。そして彼と É. Zadora-Rio は，インカステラメント・細胞生
成・インエクレシアメントと教区生成との関連性を主張した。また F. Mazel は，Iogna-Prat 2006
の議論を踏まえつつ，カロリング期から13世紀に至る教区生成のプロセスが，インエクレシアメ
ント論で説明できることを指摘した。地域研究としては M. Gendry が，ブルターニュ地方（フ
ランス）特有の minihi と呼ばれる修道院領域が神聖化されていく過程に，インエクレシアメン
トを見た。また A. Neyrinck はパリに所在する墓地を核にして，インエクレシアメントが進行し
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たことを明らかにした。そして L. Dorthe は，インカステラメントの後にインエクレシアメント
が生じている例をヴァレー地方（スイス）に見出した。他方で E. Mallorquí は，ジローナ司教区
（スペイン・カタルーニャ地方）におけるインエクレシアメントの発生を認め，その進行に対す
る抵抗感が存在したことも指摘した（Iogna-Prat 2006: 363–66; Iogna-Prat 2014; Iogna-Prat 2017; 
Iogna-Prat and Zadora-Rio 2005; Mazel 2017; Gendry 2010; Neyrinck 2014; Dorthe 2007: 95–97; 
Mallorquí 2011: 74）。社会史の立場からは，A. Boureau が国家なき中世世界における社会構造の
新たな解釈の試みとして，インカステラメント論，細胞生成論とならんで，インエクレシアメン
ト論を位置づけた。また A. Le Coq は，カロリング帝国崩壊後の空間編成を理解するうえで，イ
ンカステラメントとならんでインエクレシアメントの理論が有効であると述べ，後にインエクレ
シアメント論に優位を認めた。他方で J. Morsel は，人口凝集化の理論としてのインエクレシア
メントを認めつつ，個人の定住地移動は活発だったとして，理論に留保をつけた（Boureau 2006: 
186–88; Le Coq 2012; Le Coq 2015; Morsel 2009）。そして政治史の観点から F. Madeline は，アン
ジュー帝国における世俗権力とインエクレシアメントの緊張関係を叙述した。また C. Garcia は，
サンチョ大王時代のティエラ・デ・カンポス地方（スペイン）において，荒廃した地域の再建のた
めに，意識的にインエクレシアメントがおこなわれた形跡を見いだした（Madeline 2014: 103–21; 
Baron and others 2017: 77–89, 242）。思想史の分野では E. Bain が，ベーダの聖書注釈からインエ
クレシアメントの観念を読み取った（2008）。そして農村史においては，L. Provero がインエクレ
シアメント論を念頭において，ピエモンテ地方（イタリア）の教区と共同体の関係を解き明かそ
うとした。また R. Farinelli はトスカーナ地方（イタリア）において，インエクレシアメントが初
期中世に発生していることを認めた。そして N. Perreaux は，ヴィラの消滅・分裂が，インエク
レシアメントや細胞生成に対応していることを示唆した（Provero 2007: 35; Farinelli and others 
2008; Perreaux 2016）。史料論としては P. Chastang が，12世紀ラングドック地方（フランス）の
文書集における地名表記法の変化に注目した。彼はこの変化を，インエクレシアメントとインカ
ステラメントがともに作用した結果だと考えた（2007）。
中世考古学では，J. Bachelier がブルターニュ地方（フランス）で，C. Trouche-Marty がアルビ
ジョワ地方（フランス）で，P. Papin らがトゥール近郊（フランス）において，M. D. López Pérez
らがブルゴス近郊（スペイン）において，インエクレシアメントの進行が認められる村落を指摘
した。しかし Zadora-Rio はトゥーレーヌ地方（フランス）の領域形成を検討するなかで，イン
エクレシアメント論に留保を加えている。彼女は，中世の長期にわたる人口集中の要因をインク
レシアメントに求める妥当性を判断するには，現状の証拠では不十分であると見なしている。ま
た前述のように，歴史学的史料にもとづいて初期中世トスカーナ地方のインエクレシアメントを
肯定した Farinelli は，考古学的には証拠は十分でないと判断している（Bachelier 2014; Trouche-
Marty 2015; Papin and others 2015; López Pérez, Álvaro Rueda, and Travé Allepuz 2016; Zadora-
国際教養学部論叢　第11巻第 1号42
Rio 2008: 67–72, 111, 265–67; Farinelli 2015）。他方で城郭考古学では M. Bourin が，ラングドック
地方においてインエクレシアメントとインカステラメントの同時並行を認め， H. Mouillebouche
はブルゴーニュ地方（フランス）で，両者が交差する事例の存在を指摘した。また C. Citter はイ
ンカステラメントが検出されない城塞の事例をトスカーナ地方について指摘し，インエクレシア
メントの可能性を容認する（Bourin 2010; Mouillebouche 2009; Citter 2009: 211）。
学際的研究としては Y. Codou と Lauwers が考古学と歴史学の視点から，プロヴァンス地方（フ
ランス）において，インカステラメントとインエクレシアメントの双方を検出した（2008）。空間
論の立場からは，高等教育関係中世史家学会（SHMES）主催の研究集会で，インエクレシアメ
ント論が注目された。なかでも Bourin と Zadora-Rio は，聖別の儀式が聖なる空間の領域を明示
したことを重視し，神聖化と空間化は同時並行的過程であると述べた。また J.-C. Schmitt は，図
像における空間表現の発展が，インエクレシアメントに関係するという仮説を提示した。そして
この集会の総括として J.-P. Devroey と Lauwers は，聖職者の理念にもとづいた表象空間である
教区が実体化していくことを，インエクレシアメントで説明した。一方で中世南フランス宗教史
研究集会では，聖なる空間の創出そのものがテーマに掲げられ，Lauwers と Iogna-Prat を含む20
名弱の研究者がこの問題に取り組んだ。すべての参加者がインエクレシアメントの語を使用した
わけではないが，南フランスにおけるこの運動のメカニズム解明を，一歩進めた共同研究であっ
たと言えるだろう。個別の研究としては P. Nagy が，キリスト教社会は単一であるという脱領域
性の理念に，聖なる場の現実における領域化であるインエクレシアメントを対置させた（Le Jan 
2007: 40–41, 338–46, 443–48; Théry 2011; Nagy 2005）。
3.概説書・教科書
インエクレシアメント論は，すでに教会史の概説書で言及されている。イギリスの権威ある
『ケンブリッジ・キリスト教史』では，この理論に 1 節が割かれている。ここで強調されているこ
とは，インエクレシアメントの運動が 9 世紀にさかのぼること，そして教皇による聖なる場の創
出が12世紀に 1 つの頂点に達したことであった。またスペインで刊行された『西洋中世の宗教史
（313～1464年）』では，キリスト教的景観の形成や聖なる場の空間化を解説する節のなかで，これ
らの過程をインエクレシアメントと称することを紹介している。そして『フランス・キリスト教
史』は，農村教区の起源をインエクレシアメントで説明している（Iogna-Prat 2008; Cortázar 2012: 
161–65, 296–300; Mériaux 2014）。教会史以外の概説書に目を転ずると，『中世の貴族階級（ 5 ～15
世紀）』では，10世紀後半以降に生ずる特定地域への人口凝集化の要因として，インカステラメン
トとインエクレシアメントを併記しつつ，地域によっては後者が優勢であることを紹介している
（Morsel 2004: 188–93）。また『中世・近代考古学の手引き』では，中世前期農村研究の史学史の
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なかで，この理論を取り扱っている（Nissen-Jaubert 2012）。このように，インエクレシアメント
は，フランスを中心にイタリア・スペインでも，教会史を中心に社会史・考古学の分野でも，概
説書のレベルで扱われるべき術語になっているようである。
そして大学生向けの教科書でも，インエクレシアメント論の説明に 1 節が割かれているものが
あることは，注目に値する（Buchholzer-Remy, Carraz, and Lemesle 2008: 127–28; Merdrignac 
2009: 120–25）。この理論は，専門研究者の狭いサークル内でのみ話題にのぼるものでは，すでに
なくなっていると言えるだろう。
なお管見の限り，インエクレシアメントの語を項目として採録した事典はまだない。ただし中
世に関するオンライン事典の空間論に関する項目で，言及されている（Noizet 2012）。
4.書評・彙報
インエクレシアメント論の周知に一役買ったのが，書評や彙報である。この理論を提唱した『墓
地の誕生』（Lauwers 2005）については，『アナール－歴史・社会科学』および『中世－言語・テ
クスト・歴史』掲載の書評を取り上げておく。これらではインエクレシアメントを，教会による空
間創出を示す新概念として評価している（Savy 2008; Portat 2006）。また Lauwers 以降の専門研
究・概説書・教科書に対する書評・彙報でも，インエクレシアメント論がとりわけ注目されてい
る（Anheim 2008; Beck 2012; Boisselier 2016; Brix 2014; Combalbert 2010; Deswarte 2010; Iogna-
Prat 2011; Iogna-Prat and others 2011; Lécrivain 2017: 315–16; Mériaux 2008; Pérez-Embid 2013; 
Pichot 2011; Sère 2010; Wagner 2012）。
インエクレシアメント論は，歴史学・社会学・中世学の分野で，そして歴史学のなかでも教会
史・都市史・農村史・地方史において，フランスを中心に広く関心が集まっていることが見てと
れる。
5.博士論文
インエクレシアメント論の今後を占うために，若手研究者による博士論文に注目してみたい。
教会史の分野では，E. G. Niblaeus が西・中央ヨーロッパにおけるインエクレシアメント進行を
前提とし，それが北ヨーロッパでも生じていることを主張した。また L. D. Rust の示唆によれば，
11から13世紀において教皇権は，インエクレシアメントと相克の関係にあった。すなわち統一的
権威の確立を求める教皇は，地域的な教会権威の確立をインエクレシアメントが促進することを
恐れたというのである（Niblaeus 2010: 215–18, 230–31; Rust 2010）。思想史では C. R. Bovo が，ペ
トルス・ダミアヌスはインエクレシアメントの功罪を認識していたと示唆した。すなわちペトル
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スによると，教会による社会組織化が進むと救済の力が増す一方で，堕落やシモニアの罪は隠蔽
される危険があるというのである（2012: 35）。農村史としては A. E. Marques が，インエクレシ
アメント論を消化したうえでブラガ司教区（ポルトガル）における空間編成と集住を検証し，M. 
Bizri がヴレ司教区（フランス・オーヴェルニュ地方）におけるインエクレシアメントの優越を
認めた（Marques 2012; Bizri 2017: 53–54）。都市史としては J. Foltran が，オード地方（フラン
ス）の複数の修道院ブールの成立と発展を検討する際に，インエクレシアメント論を参照してい
る（2016: 67–69, 378–81）。
考古学研究の分野では A. Nicolier が，ブルゴーニュ地方南部でインエクレシアメントが生じて
いたことを認め，ロマネスク時代の宗教的景観の形成を論じた。また A. Crosato はインエクレシ
アメント論を意識しつつ，北イタリアにおいて，聖堂周辺での墓地ゾーン形成が，キリスト教化
と並行して早期に生じていることを明らかにした（Nicolier 2015; Crosato 2008）。
社会学では，J.-F. Fortier が中世の空間化の歴史を分解化・凝集化・領域化の 3 段階に分け，そ
のうち凝集化に寄与した運動としてインカステラメントとインエクレシアメントを同列に置いた
（2016: 294–307）。
このように，インエクレシアメント論の，あるいは同理論を念頭に置いた業績が，次々と産出
されようとしている。
おわりに
インエクレシアメントは，ローマ・カトリック世界において，中世全般の長期にわたって緩や
かに進行するものと考えられている。しかしながら，現在の研究で判明している成果には，時代
的・地域的偏差が認められる。その原因の多くは，文字史料の残存状況や，発掘調査の進行度合
いによるものである。ただし，本稿の調査範囲が，インエクレシアメントの語を明示している成
果に限定していることも， 1 つの要因であろう。インエクレシアメントの概念で示される歴史的
現象の一端は，Lauwers 以前から意識はされていた（アリエス1990: 5–50）。そうした現象を見出
した数々の研究成果は，本稿では扱っていない。また Lauwers 以降でも，インエクレシアメント
で示されている現象に関心を持ちつつも，名称としては用いないものがある（Lauwers and Ripart 
2007; Mouillebouche 2012）。そこには個別の事情があるのだろうが，判然としない。インエクレ
シアメント論に関する完全な研究史を編むためには，こうした研究にも目を配る必要があるだろ
う。
インエクレシアメント論の提唱は，学界に大きなインパクトを与え，10年強を経過した現在も，
持続的な関心となっている。その関心は教会史・農村史・社会史・政治史・思想史といった歴史
学界のみならず，考古学・社会学でも共有され，これらの学際的研究も珍しくない。国別の学界
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で言えば，フランスが中心であるが，イタリア，スペイン，ポルトガル，イギリス，ベルギー，
ドイツにも関心が広がり，さらにはヨーロッパを越えてカナダやブラジルでも注目されている。
日本に視点を移せば，かつてインカステラメント論や細胞生成論がしばしば取り上げられた。し
かし管見の限りでは，インエクレシアメント自体に注意を払った研究は，まだ本格的にはじまっ
ていないようである。わが国の西洋中世学においても，インエクレシアメント論に特別な注意を
向ける必要があるだろう。
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　インエクレシアメント論について，わが国でいち早く注目されたのは，早稲田大学の堀越宏一先生である。
先生からの研究的刺激が，本稿執筆の動機となった。また本稿の発表に先行し，西洋中世学会第10回大会の
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後にも，書状にてコメントをいただいた。この場を借りて御礼申し上げたい。
　なお本稿は，2017年度中京大学特定研究助成（個人研究）による成果の一部である。

